



A Practical Study on the Craft Activities Workshop（Ⅳ）
── A New Movement of School Education and The

























































































































































 制作物・テーマ 三角馬Ⅱ（表１－１） 三角馬Ⅱ （形可変式）（表１－２） 腕を振り回す生き物を作ろう！（表１－３） 
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Ａ 楽しかった　Ｂ どちらでもない　Ｃ 楽しくなかった 
Ａ 
０％ 10％ 2０％ 3０％ 4０％ 5０％ 6０％ 7０％ 8０％ 9０％ 100％ 




０％ 10％ 2０％ 3０％ 4０％ 5０％ 6０％ 7０％ 8０％ 9０％ 100％ 
Ｂ Ｃ 無記入 
84
Ａ 
０％ 10％ 2０％ 3０％ 4０％ 5０％ 6０％ 7０％ 8０％ 9０％ 100％ 
Ｂ Ｃ 無回答 
2963
今回の工作は楽しかったですか？ 
Ａ 楽しかった　Ｂ どちらでもない　Ｃ 楽しくなかった 
今回の工作は楽しかったですか？ 
Ａ 楽しかった　Ｂ どちらでもない　Ｃ 楽しくなかった 
自分で工夫はできましたか？ 
Ａ できた　Ｂ どちらでもない　Ｃ できなかった 
Ａ 
０％ 10％ 2０％ 3０％ 4０％ 5０％ 6０％ 7０％ 8０％ 9０％ 100％ 
Ｂ Ｃ 無回答 
36 9
Ａ 
０％ 10％ 2０％ 3０％ 4０％ 5０％ 6０％ 7０％ 8０％ 9０％ 100％ 
9０％ 100％ 
Ｂ Ｃ 無回答 Ａ 
０％ 10％ 2０％ 3０％ 4０％ 5０％ 6０％ 7０％ 8０％ 9０％ 100％ 
9０％ 100％ 





Ａ 役に立った　Ｂ どちらでもない　Ｃ 役に立たなかった 
Ａ 
０％ 10％ 2０％ 3０％ 4０％ 5０％ 6０％ 7０％ 8０％ 9０％ 100％ 







Ａ 役に立った　Ｂ どちらでもない　Ｃ 役に立たなかった 
Ａ 
０％ 10％ 2０％ 3０％ 4０％ 5０％ 6０％ 7０％ 8０％ 




Ａ 役に立った　Ｂ どちらでもない　Ｃ 役に立たなかった 
Ａ 
０％ 10％ 2０％ 3０％ 4０％ 5０％ 6０％ 7０％ 8０％ 
Ｂ Ｃ 無回答 
14 2
あなたは、工作は好きですか？ 
Ａ 好き　Ｂ どちらでもない　Ｃ 嫌い 
Ａ 
０％ 10％ 2０％ 3０％ 4０％ 5０％ 6０％ 7０％ 8０％ 9０％ 100％ 100％ 




Ａ 好き　Ｂ どちらでもない　Ｃ 嫌い 
Ａ 
０％ 10％ 2０％ 3０％ 4０％ 5０％ 6０％ 7０％ 8０％ 9０％ 100％ 




Ａ 好き　Ｂ どちらでもない　Ｃ 嫌い 
Ａ 
０％ 10％ 2０％ 3０％ 4０％ 5０％ 6０％ 7０％ 8０％ 9０％ 
Ｂ Ｃ 無回答 
67
今までに工作教室に参加したことはありますか？ 
Ａ ある　Ｂ ない 
Ａ 







Ａ ある　Ｂ ない 
Ａ 




Ａ ある　Ｂ ない 
Ａ 





Ａ やりたい　Ｂ どちらでもない　Ｃ やりたくない 
Ａ 
０％ 10％ 2０％ 3０％ 4０％ 5０％ 6０％ 7０％ 8０％ 9０％ 100％ 




Ａ やりたい　Ｂ どちらでもない　Ｃ やりたくない 
Ａ 
０％ 10％ 2０％ 3０％ 4０％ 5０％ 6０％ 7０％ 8０％ 9０％ 100％ 
Ｂ Ｃ 無回答 
28
またヒノキの工作をしてみたいですか？ 
Ａ やりたい　Ｂ どちらでもない　Ｃ やりたくない 
Ａ 
０％ 10％ 2０％ 3０％ 4０％ 5０％ 6０％ 7０％ 8０％ 9０％ 100％ 
Ｂ Ｃ 無回答 
61
自分で工夫はできましたか？ 
Ａ できた　Ｂ どちらでもない　Ｃ できなかった 
自分で工夫はできましたか？ 
Ａ できた　Ｂ どちらでもない　Ｃ できなかった 
今回、道具を上手に使うことができましたか？ 
うまく使えた道具に○をつけてください。 
Ａ のこぎり　Ｂ クリックドリル　Ｃ 万力　Ｄ サンドペーパー
























































Ａ のこぎり　Ｂ クリックドリル　Ｃ 万力　Ｄ サンドペーパー




















Ａ のこぎり　Ｂ クリックドリル　Ｃ 万力　Ｄ サンドペーパー




















Ａ のこぎり　Ｂ クリックドリル　Ｃ 万力　Ｄ サンドペーパー






















Ａ のこぎり　Ｂ クリックドリル　Ｃ 万力　Ｄ サンドペーパー
Ｅ スパナ　Ｆ ノコヤスリ　G 折り尺　H 玄翁　I その他 
今回、道具を上手に使うことができましたか？ 
うまく使えた道具に○をつけてください。 
Ａ のこぎり　Ｂ クリックドリル　Ｃ 万力　Ｄ サンドペーパー

















































































































































































































































































図12 導入風景 図13 アイディアスケッ
チ






図23 完成図22 完成図21 飾りを付ける図20 クラフト鋏で薄
板を切る
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てくれて虫の羽ができた。」と嬉しそうであった。ものづくり教育の観点では、子どもが一人で
最後までつくる事が最も望ましいが、状況によっては、父親が子どもの思いを汲み取って手伝
うというものづくりの場があっても良いように思われた。今後の検討課題としたい。
結語
平成19年８月31日現在の、中教審による小学校新学習指導要領の考え方によると、算数・国
語等の主要教科は授業時間数が増えるが、総合学習の時間は三分の一程度削減されると言う。
図画工作科は現状が維持されると思われるが、総合学習の時間を図画工作科に振り当て時間数
を確保した実践等は今後実施が困難になると予想され、現在より、ものづくりの機会は減少す
る懸念がある。一方、PISA調査で学力世界１位になったフィンランドでは、普通の教科と同様
の扱いで「スロイド（手工）」が必須科目として位置づけられ、普通の教科を指導する教師が木
工等の指導を担当している。つまり、学力世界１位のフィンランドの公教育のカリキュラムに
は、人間の全人格陶冶に資する科目として、ものづくり教育が位置づけられているのである。
今後、このスロイドの創設者である、ウノ・シュグネウスの当初の理念の背景を探る事で、子
どもにとって木工等のものづくり教育の本質的意義を明らかにするとともに、木の玩具づくり
教育の理論を強化したいと考えている。
2006年度の玩具づくりワークショップのアンケート分析からは、2005年度とほぼ同様の結果
が導かれた。即ち、カオスの原理を応用した生き物をテーマとした事や、玩具づくりにおいて、
構造部分はあらかじめ設定し、子どもの創造的活動は別に分けて設定する方法論はほぼ肯定さ
れた。また、子どもの意欲や、道具使用能力の大きさについても再確認ができた。更に、継続
するワークショップの重要性等も明確になったので、その可能性の検討を続けたい。
2007年度の山梨幼児野外教育研究会主催キャンプクラフトと、アクティブＧ TAKUMIアカ
デミー／2007夏休み「特別体験講座」での玩具づくりワークショップは、両者ともに、道具指
導を的確に行い、子どもの思いに対応可能なように多種類の厚さの板材、多量の細かな木材パー
ツ、フェルト等を用意した。その結果、いずれも、子どもが真摯な態度で道具を扱い、子ども
は意欲的に、イメージした内容を具現化する創造的な活動になった。結果として子どもの期待
に応えられた実践になったと判断している。また、前者では、つくった動物（猿）を木に登ら
せたり互いに会話させて遊ぶ姿が観察され、玩具づくりをとおして想像する世界を広げること
ができ有意義であった。後者では、父親が子どもの思いを実現させるために、子どもの話をよ
く聞きながら手伝い、子どもも満足した例が観察された。本来ものづくり教育は、子どもが一
人でつくり上げる事に大きな意義があるが、一概にそうとも言い切れない状況もあり、今後の
検討課題としたい。
本論は、平成19年度科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）における研究のまとめの一部である。
最後に、山梨大学川村協平教授、キャンプカウンセラー諸氏、キャンプクラフト参加幼児・小
学生、愛知子ども文化団体協議会関係者、名古屋女子大学造形ゼミ学生・大学院生その他協力
いただいた方々に深謝いたします。
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